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組合概要

組合名 奈良県靴下工業協同組合

所在地
〒635-0024
奈良県大和高田市日之出西本町6番23号
センイ会館2階

設立 昭和25年8月28日

代表者 理事長 堀田和彦

組合員数 112事業所

【The Pairについて】
奈良は100年の伝統を持つ靴下の産地です。
1910年に始まった奈良県の靴下産業、今日では国内最大の産地であり、歴史
に裏打ちされた靴下づくりの思想は、品質やこだわりを大切にしています。

職人の技術で、履き心地の良さとデザインにこだわり、消費者の感性を満足さ
せる靴下『The Pair』ファンを増やし続ける「双方向型ブランド」の生産・販
売をめざすと同時に消費者との相互連携を図り、産地からの情報発信の起点と
しての役割も担います。

『The Pair』は、奈良産地のフラグシップブランドとして、グローバル・トッ
プレベルの高い品質基準と感性的価値を持ち、産地の頂点そのものを維持する
役割を持ちます。
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課題

これからのThe Pair事業の役割とは？

少子高齢化
人口減少 新たな

生活様式

エネルギー
資源の高騰 SDGｓ

サステナブル

DX・AI
デジタル化
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実施結果

「The Pair」事業の新しいビジネスモデル構築

（旧） （新）

本事業を終えて…
（良かった点）

（工夫点）

（今後の目標）

メンバーが分かっていても触れてこなかった問題点を第3者（専門家等）が入ること
によって、本音で話ができるきっかけを作ることができた。

課題を明確にすることで、「これまで積み上げてきたもの」と「変える必要がある
もの」の整理につながり、今後のビジョン（将来像）の構築につながった。

The Pairの新たな将来像に向かって事業委員会を中心に組合員一丸となって気持ち
一新、チャレンジしていきたい。

履き心地にこだわり続ける
靴下のプロが集結し立ち上げた

プレミアムブランド
「The Pair」

企画・開発・販売

組合員がブランド構築・直販事業に
チャレンジする機会の創出

魅力発信事業
「The Pair」

組合員（業界）活性化支援
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伴走支援について（中央会）

伴走支援の成果

支援のあり方
【これまで】

組合の支援
ニーズの把握

ニーズに応じた
補助金の案内

目先だけの
課題解決

本質的な課題解決にならない＝補助金頼み・自走化の弊害

【これから】

対話と傾聴
課題の設定

組合の行動変容
腹落ち＝自己変革

課題解決のための
必要な支援

納得性の高い課題設定と解決策＝効果的な支援＋自走化
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総括（専門家）

全体の総括

集合研修

•ＳＷＯＴ分析
の実施

⇓
・The Pair事業
の課題の抽
出
・参画者の負
担が大きく
なっており、
次第に、参画
者が減少して
いる
（現在７社）

個別支援①

・傾聴、課題の
具体化

⇓
・The Pairに対
する消費者の
認知度が低
い
・The Pair事業
から適切な収
益が得られな
い
・力を持つ会社
は自社ブラン
ドの立上や普
及を自ら実行
・力不足の会
社はThe Pair
に加われない

個別支援②

・The Pair事業
の運営主体で
ある「奈良ブ
ランド委員会」
にて意見交換

⇓
・当日の参加
者全員が、事
業の必要性
や進め方の
見直しを支持

・自社ブランド
の構築は、
個社の仕事
・組合は情報
発信に徹する
方が良い

個別支援③

・The Pair事業
の新たな在り
方の検討

⇓
重視する内容
・それを望む全
ての組合員が、
参加可能な事
業であること
・組合に過度な
負担が掛から
ないこと
・これから自社
ブランドの構
築を目指す人
の支援につな
がること

個別支援④

・The Pair事業
の新たなビジ
ネスモデルの
検討
・直販（ポップ
アップ販売
等）の運用方
法の変更案
の検討

⇓
・次回に、再び
「奈良ブランド
委員会」にて
意見交換を行
うことが決まり、
資料のブラッ
シュアップを
進めた

個別支援⑤

・「奈良ブランド
委員会」にて、
２回目の意見
交換

⇓
・ 今後の取組
に関する意見
①組合員向け
のアンケート
調査
②奈良の靴下
産地が日本
最大であるこ
とをアピール
③活動資金の
調達が必要
④ＳＮＳ発信や
広告は必要

・現状確認
・課題把握

・課題の具体
化

・主体者との
意見交換1

・新たな在り方
の検討

・主体者との
意見交換2

・今後に対する
意見を整理

傾聴
情報整理

フィードバック 傾聴
情報整理

フィードバック 傾聴
情報整理

フィードバック


